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令和８年度第１回ふなばし市民大学校運営協議会会議録 

（令和８年９月２８日作成） 

 

１ 開催日時 

  令和８年８月１７日（月）午後２時００分～午後３時００分 

 

２ 開催場所 

  ふなばし市民大学校 ７階 第２教室 

 

３ 出席者 

(1) 委員 

高山委員(会長)、長澤委員(副会長)、村尾委員、岡委員、川田委員、横山委員、

豊田委員、安原委員 

(2) 事務局 

社会教育課長、社会教育課主査、社会教育課主任主事 

(3) その他 

ふなばし市民大学校事務局（公益財団法人船橋市公園協会） 

事業部参与、市民大学校事業課長、市民大学校事業課嘱託職員２名、市民大学校

事業課準職員３名 

 

４ 欠席者  山本委員 

 

５ 議題及び公開・非公開の別並びに非公開の場合にあっては、その理由 

(1) 委員の退任に伴う副会長の選任について 公開 

(2) 令和７年度修了生及び令和８年度入学生について  公開 

(3) 特別講座「パラレルキャリアコース」の実施について  公開 

(4) 市民スマホコンシェルジュ養成講座の実施について  公開 

(5) 空調設備等改修工事に伴うふなばし市民大学校の代替施設への移転について  

公開 

(6) その他  公開 

 

６ 傍聴者数 ０人 

 

７ 決定事項 

(1)委員の退任に伴い副会長を選出し、長澤委員に決定した。 

(2)令和７年度修了生及び令和８年度入学生について、質疑応答及び意見聴取を行っ

た。 

(3)特別講座「パラレルキャリアコース」の実施について、質疑応答及び意見聴取を行

った。 
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(4)市民スマホコンシェルジュ養成講座の実施について、質疑応答及び意見聴取を行

った。 

(5)空調設備等改修工事に伴うふなばし市民大学校の代替施設への移転について、質

疑応答及び意見聴取を行った。 

 

８ その他 

  次回は、令和８年１０月から１１月頃に開催予定です。開催場所等は、後日お

知らせします。 

 

９ 問い合わせ先 

  船橋市教育委員会 生涯学習部 社会教育課 庶務施設係 

０４７－４３６－２８９２ 
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午後２時００分開会 

 

○高山会長 

 それでは、ただいまより令和８年度第１回ふなばし市民大学校運営協議会を開会い

たします。 

 まず、本日の出席状況について、事務局からご報告をお願いいたします。 

○事務局（社会教育課主査） 

 本日の出席状況を報告いたします。本日は、ふなばし市民大学校運営協議会委員９

名に対し、８名の出席をいただいております。なお、山本委員におかれましては、所

用のため欠席される旨の連絡をいただいておりますので、報告いたします。 

 以上となります。 

○高山会長 

 ありがとうございました。 

 次に、会議の公開及び傍聴について、事務局からご報告願います。 

○事務局（社会教育課主査） 

 会議の公開について報告いたします。附属機関及びこれに準ずるものの会議は、船

橋市情報公開条例第２６条の規定に基づき原則公開することとなっております。本会

議もこれに基づき原則公開となります。また、船橋市附属機関等の会議の公開実施要

綱に基づき、会議終了後おおむね１週間以内に会議概要を公表し、その後、個々の委

員の発言内容を含めまして審議経過等が明確となるように会議録を作成し、委員名簿

も含めて市のホームページで公表いたします。そのため、本日は会議を録音させてい

ただきますことをご了承ください。 

 続きまして、傍聴について報告いたします。受付をいたしましたが、本日、傍聴希

望はございませんでした。 

 以上となります。 

○高山会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、議事に移ります。本日の会議の議題は、お手元に配付した次第のとおり、

議題１「委員の退任に伴う副会長の選任について」、議題２「令和７年度修了生及び令

和８年度入学生について」、議題３「特別講座『パラレルキャリアコース』の実施につ

いて」、議題４「市民スマホコンシェルジュ養成講座の実施について」、議題５「空調

設備等改修工事に伴うふなばし市民大学校の代替施設への移転について」、議題６「そ

の他」とし、この順で進めていきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○高山会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、議事に入ります。 

 議題１「委員の退任に伴う副会長の選任について」、ふなばし市民大学校運営協議

会要綱の第５条第２項に「会長及び副会長は委員の互選により選出する」となってお
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ります。つきましては、副会長選出を行いたいと思います。どなたかご推薦をお願い

いたします。 

 村尾委員。 

○村尾委員 

 ふなばし市民大学校いきいき学部の修了生であり、船橋市いきいき同窓会からご推

薦をいただいております長澤委員を推薦したいと思いますが、いかがでございましょ

うか。 

○高山会長 

 ただいま村尾委員から長澤委員に副会長をお願いしてはとのご推薦がございまし

たが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○高山会長 

 それでは、長澤委員、よろしいでしょうか。 

（長澤委員 了承） 

○高山会長 

 それでは、長澤委員は副会長席に移動をお願いいたします。 

（長澤委員、副会長席へ移動） 

○高山会長 

 早速ですけれども、長澤副会長から一言ご挨拶をお願いしたいと思います。 

○長澤副会長 

 ただいま副会長にご推挙いただきました長澤純子でございます。皆様からのご信任

をいただきまして光栄には存じますけれども、とても責任の重さを感じております。

よろしくお願いいたします。 

 私は９年前に市民大学校を修了いたしまして、それ以来、いきいき同窓会というと

ころに所属しておりまして、地域の中で本当に充実した毎日を過ごさせていただいて

おります。市民大学校が地域とつながりのある学びの場であると同時に、生涯いきい

きと活躍するためのすばらしい拠点になっているということを身をもって体感いた

しておりますので、このすばらしさを修了生として、また一市民として、より多くの

方に伝えられたらと思っています。市民大学で学んでよかった、修了後もつながれる

仲間がいっぱいできたというところを感じていただけるように、市民大学校の魅力あ

る運営に少しでも寄与できたらと思っております。 

 まだとてもふつつかでございますので何ができるか分かりませんけれども、一生懸

命頑張りたいと思いますので、何とぞ皆様のご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

 前の石川会長に頑張ってきてくださいとは言われたのですけれども、何を頑張った

らいいかまだ分からない状態でございますけれども、よろしくお願いいたします。（拍

手） 

○高山会長 

 ありがとうございました。それでは、議題１を終了いたします。 

 続きまして、議題２「令和７年度修了生及び令和８年度入学生について」の議事に
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入ります。事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局（市民大学校事業課長） 

 議題２につきましてご説明させていただきます。令和７年度修了生及び令和８年度

入学生についてご報告いたします。 

 まず、令和７年度の修了生について、資料１－１「令和７年度ふなばし市民大学校

在籍者数」をご覧ください。令和７年度の修了者数について、在籍者数の（ｄ）の欄

をご覧ください。令和８年３月８日に勤労市民センターで修了式を行い、まちづくり

学部８１名、いきいき学部２０８名の合計２８９名が修了いたしました。入学者数が

３０１名でございまして、在籍率（修了率）としては９６％となっております。退学

者数は１２名、年度を通していらっしゃいました。前回までの運営協議会でご報告は

しておりますが、令和７年度はパソコン学科２の出願数が１５名に満たなかったため

休講となっておりますので、表中ではハイフンの表記になっています。 

 以上が７年度修了者数のご報告でございます。 

 続きまして、資料１－２、資料１－３は、令和７年度末に実施しましたアンケート

の集計結果でございます。資料１－２がまちづくり学部、資料１－３がいきいき学部

となっております。各学部についてご説明いたします。 

 まず、資料１－２からご説明いたします。 

 まちづくり学部の学生へのアンケートの結果となっております。設問では、「学ん

だことをどのように活かしていきたいか」、「学習内容への評価」、「授業料について」、

「修了後の活動予定」、「入学当初の目標の達成状況」などについてお伺いをしており

ます。 

 各学科の最後の設問に、例えば資料１－２の４ページ目等にありますように「ふな

ばし市民大学校入学当初の期待や目標は、１年間の講義や活動を通して達成されまし

たか」ということで、まちづくり学部の各４学科に同じ質問をしております。無回答

だった方を除き、「十分に達成し、満足している」と、「ほぼ達成し、まあまあ満足し

ている」と回答した人の合計は、ボランティア養成学科は４ページの下のほうにござ

いますが、１８人中１７人で約９５％、続いて、スポーツコミュニケーション学科は

６ページにございますが、８人中７人ということで約８８％、生涯学習コーディネー

ター養成学科は１０ページにございますが、１４人中１２人で約８６％、ふなばしマ

イスター学科は１３ページにございますが、２８人中２５人ということで約８９％に

なっております。まちづくり学部全体の満足度を見ると、６８人中６１人で割合は８

９．７％の方が、「満足」、「ほぼ満足」というお答えをいただいております。 

 次に、資料の１－３をご覧ください。こちらはいきいき学部の学生へのアンケート

結果となります。 

 １ページ目の設問、「いきいき学部では、学生生活を通じて、生きがいづくりや仲間

づくりを目的としています。生きがいづくりや仲間づくりはできましたか」という問

いに対する各学科の満足度はグラフのとおりとなります。各学科とも「ほぼ達成し、

まあまあ満足している」と回答された方が、割合としては一番多くなっております。

また、「十分達成し、満足している」または「ほぼ達成し、まあまあ満足している」と
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回答している方の合計が８０％に達しているのは、こころとからだの健康学科１、こ

ころとからだの健康学科２、パソコン学科１とパソコン学科３、園芸学科２、園芸学

科１では１００％が満足しているということでお答えをいただいております。達して

いないのは、くらしの教養学科１で約６１％、また、同じくくらしの教養学科２で約

６７％、パソコン学科４が約７１％ということでございます。全体のグラフとしては

お示ししておりませんが、いきいき学部全体の満足度を見ますと、「十分に達成し、満

足している」と「ほぼ達成し、まあまあ満足している」と回答した人の合計は、無回

答だった人を除き、１３５人中１１６人となり、割合は８５．９％となっております。 

 続いて、５ページでございます。５ページの設問、「授業内容はわかりやすかったで

すか」という問いに対しては、ほとんどの方が「十分理解し、満足している」、「ほぼ

理解し、まあまあ満足している」と回答をいただいておりますので、授業の難易度の

設定は適切だったのではないかと考えております。 

 なお、本アンケートは、受講生に対しまして毎年度１月下旬にお配りしまして、毎

年度学科の最終授業までの提出をお願いしております。回収率につきましては、一昨

年の令和６年度は６０．２％、３３２人中２００人、昨年度、令和７年度は７０．９％、

２８９人中２０５人となりまして、回収率が低いクラスがございますので、そちらに

ついては授業終了後に記入する時間を設けるなどして、アンケート回収率の向上に努

めたいと考えております。 

 以上で令和７年度修了生についてのご説明は終わります。 

 続いて、資料の１－４でございます。令和８年度の入学生についてご報告いたしま

す。資料１－４「令和８年度ふなばし市民大学校在籍者数」、左下の日付が令和８年７

月１日現在をご覧ください。入学者数は、まちづくり学部で１１２人、いきいき学部

で２７６人、合計で３８８人となりました。令和７年度の入学者数が３０１人でした

ので、比べますと全体で８７人の増加となりました。前回の運営協議会でもご報告し

ておりますが、前年度比でおよそ１．３倍の増員となっております。令和８年７月１

日現在の数字ですが、退学者が８人出ておりますので、在籍者数は３８０人となって

おります。 

 続いて、資料１－５に入ってまいります。資料１－５は、学科・クラスごとの入学

者の最年少、最年長、平均年齢、年代分布を示した表となります。例年、比較的平均

年齢の低い、上から２番目のスポーツコミュニケーション学科の平均年齢が６４．６

歳、昨年度は５９．２歳でございましたので、６０歳代以上の方が多い構成となって

おります。一番右下の「割合」というところでございますが、入学者合計から見た割

合は、６０歳以上の方が８７．９％、６５歳以上の方になりますと７６．８％、７０

歳以上の方が５７．７％ということになっております。全体での平均年齢は７０．１

歳と昨年度と比べると若干高くなっております。令和７年度は６９．８歳でございま

した。 

 続いて、資料１－６は、学部ごとの年代分布の割合をグラフにしたものでございま

す。学部を比較すると、まちづくり学部の方が４０歳代から６０歳代の構成割合が５

９％と大きくなっております。７０歳以上の構成割合は、まちづくり学部の方が４１．



7 
 

１％、いきいき学部のほうが６４．４％となっております。 

 以上、議題２の「令和７年度修了生及び令和８年度入学生について」、報告は以上と

なります。 

○高山会長 

 ありがとうございました。ただいまの議題２「令和７年度修了生及び令和８年度入

学生について」、質問等がありましたらお願いいたします。 

 特段よろしいですか。 

 それでは、議題２を終了いたします。 

 続きまして、議題３「特別講座パラレルキャリアコースの実施について」の議事に

入ります。事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局（市民大学校事業課長） 

 議題３「特別講座パラレルキャリアコースの実施について」ということで、資料２

－１をご覧ください。 

 本年度の前期特別講座「働き方は一つじゃない パラレルキャリアコース」につき

ましては、昨年度同様に働いている世代の方でも参加しやすいように、年間通しての

授業ではなく全５回程度のコンパクトな内容とし、平日夜間の時間帯で開催すること、

交通の利便性を考え、津田沼駅など大きな駅の近くでの開催をいたします。 

 講座の内容については、本日お配りしました資料２－２のチラシをご覧ください。

パラレルキャリアを研究されている大学教授や副業を実践されている方の話を聞き

ながら、参加者同士のグループワークを通じて、ご自身のキャリア形成に向けた新た

な一歩を踏み出すきっかけとなることを目指しております。期間は９月２日から１０

月７日までの全５回、９月２３日の祝日は除きまして、毎週水曜日の午後７時３０分

から９時まで、東部公民館の第５・６集会室で開催いたします。 

 このコースの目的、内容、実施方法について説明させていただきます。本業と並行

して別のキャリアを築くことを支援することを目的としており、これにより個人のス

キルや経験を多様化させ、より柔軟で充実したキャリアを実現することを目指します。

「働き方はひとつじゃない パラレルキャリアコース」の資料２－１の表で説明いた

します。 

 １日目、立川智也氏。受講ガイダンス・グループワーク。コースコーディネーター

でございまして、この方のファシリテーションにて参加者全員のキャリアの問題意識

の共有を図ります。 

 ２日目、石山恒貴氏。法政大学教授による講義「パラレルキャリアを始めよう」に

て、会社勤めなどの本業をしっかりと持ちながら社会活動を行う新しい生き方と仕組

みを学んでまいります。 

 ３日目、中山由起子氏。２０２４年度のパラレルキャリアコースの受講生でござい

ました。講義「パラレルキャリアの始め方（元受講生の立場から）」として、本講義の

有効な活用法を講師自身の実体験を通して学びます。 

 ４日目、諏訪康雄氏。法政大学名誉教授の方による講義で、「キャリアの自律とキャ

リア権」として、個人が豊かにキャリアを形成するためのキャリア権について学んで
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いく一日でございます。 

 最後の５日目は、また初日の立川智也氏で、コースコーディネーターによる「講座

の振り返りと共有のグループワーク」にて、参加者全員の具体的なキャリアへの取組

を考えます。 

 以上が５日間の内容でございます。どなたでも受講することができますが、特にキ

ャリアの多様化に興味がある方や、現在の職業に加えて新しい挑戦をしたい方に適し

ていると考えております。主な受講生層としては、本業以外の領域にもキャリアの幅

を広げていきたいと考えている２０代から６０代の現役で就労している方々を想定

しております。働いている世代の方など、ふなばし市民大学校とはふだんあまり関わ

りがないような方にも参加してもらいたいと思っておりますが、興味がある方であれ

ば、どなたでもご参加いただけるようにしたいと考えておりまして、市内在住や年齢

等の制限は設けずに開催することとしております。 

 ７月１５日から受付を開始し、７月１５日号の広報ふなばし、船橋市のホームペー

ジ、公共施設等でのチラシ配布、ＳＮＳでの発信、船橋市の公式Ｘ、ふなばし情報メ

ール、市公式アプリ「スマートライフパス」といったもので周知を行いました。また、

デジタルサイネージ、船橋駅前歩道橋、イオンモール船橋で周知を行いました。 

 申込み方法はオンラインとなっておりまして、昨日の８月１６日が締切でございま

した。８月１６日時点で４２名のお申込みをいただきまして、定員の３５名を超えた

ため抽選を行っております。 

 また、昨年度同様、今年度の１月、２月におきましても、特別講座「大人のための

大学活用コース」を実施する予定でございます。こちらは、大学での学び直しを検討

されている、働きながら大学に通う、退職後に大学生になるといったことに興味を持

っている社会人や中高年層を対象に、生涯学習の観点から、現代における学び直しの

価値、仕事や家庭と学業の両立方法など幅広い情報を提供し、実際に大学進学を果た

した社会人の体験談なども紹介しながら、参加者が自分らしい学びの形を描くきっか

けとなる内容となっています。 

 議題３につきましての説明は以上でございます。 

○高山会長 

 ありがとうございました。 

 ただいまの議題３「特別講座『パラレルキャリアコース』の実施について」、質問等

がありましたらお願いいたします。 

 定員３５名でもう既に４２名って、すばらしいですね。 

○事務局（市民大学校事業課長） 

 大変ありがたいことでございまして、４年目になる事業でございますけれども、事

業開始以来、ここまでの応募は初めてでございます。 

○高山会長 

 それに、２４年度の修了生から講師になっていただけるなんて、なかなかすばらし

いことですよね。 

○事務局（市民大学校事業課長） 
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 はい。様々なスキルを持った方がお集まりになるので、その中で講師としてお願い

できる方も現れることもあるということです。 

○高山会長 

 何か聞きたいことはありますか。特段よろしいですか。 

 それでは、議題３を終了いたします。 

 続きまして、議題４「市民スマホコンシェルジュ養成講座の実施について」の議事

に入ります。事務局からの説明をお願いいたします。 

○事務局（市民大学校事業課準職員） 

 議題４「市民スマホコンシェルジュ養成講座の実施について」、ご報告いたします。

資料３－１「市民スマホコンシェルジュ養成講座」のチラシをご覧ください。 

 本講座では、インターネットやパソコンなどの情報通信技術を利用して、恩恵を得

られる人とうまく利用できないために恩恵が得られない人との間に生じる格差、いわ

ゆるデジタルデバイドを地域課題の一つと捉え、スマートフォンの活用について教え

られる人材を育て、地域での学び合いによってデジタルデバイドを解決することを目

的に開催いたします。今年度で５年目の実施となります。 

 講座の内容については、スマートフォン等の操作に関する指導方法を中心に、５日

間、１日４時間学び、最終日は筆記・対面テストを行います。講座修了後は、社会教

育課が所管している生涯学習サポート事業への登録や公民館で開催しているデジタ

ルデバイド対策講座でのボランティアなど、それぞれのお住まいの地域でスマートフ

ォンの操作に悩みがある人をサポートするなど、活動していただきます。実施期間は

１０月２日から３０日の毎週金曜日、各日１３時から１７時まで、ふなばし市民大学

校６階の第１教室で開催します。 

 ９月１日号の「広報ふなばし」で受講者の募集記事を掲載するほか、公民館等にも

チラシを配布し、９月１日から１５日まで募集を行う予定です。受講料は無料で、定

員は２０名です。申し込み方法はチラシに記載されている２次元コードからオンライ

ンでの申し込みとなります。 

 説明は以上です。 

○高山会長 

 ありがとうございました。 

 ただいまの議題４「市民スマホコンシェルジュ養成講座の実施」につきまして、質

問等はございますか。 

 特段よろしいですか。それでは、議題４を終了いたします。 

 続きまして、議題５「空調設備等改修工事に伴うふなばし市民大学校の代替施設へ

の移転について」の議事に入ります。社会教育課からの説明をお願いいたします。 

○事務局（社会教育課長） 

 社会教育課でございます。 

 ふなばし市民大学校を含む総合教育センターの空調設備等の改修工事がございま

す。これに伴う、ふなばし市民大学校の代替施設への移転についてご説明させていた

だきます。 
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 まず、この総合教育センターは、昭和６２年にできたもので、４０年近くたってい

るところです。最近はトイレなどの工事で、ご迷惑をかけましたが、今はもう使える

ようになり、きれいなトイレになったところです。 

 今度は、換気設備やＬＥＤ照明の工事で、天井を剥がすなど、大掛かりな工事を、

令和１０年度と１１年度に予定しております。令和９年度までは、市民大学校は総合

教育センターを使用しますが、令和１０年度と１１年度については、総合教育センタ

ーは使用できません。 

 しかしながら、ふなばし市民大学校については、継続して事業を実施することが重

要と考えておりますので、令和１０年度と１１年度は、どこか代替施設で引き続き事

業を実施することを検討しているところです。まだ場所は決まっていないのですが、

通学しやすいようなところなどを考慮しながら検討を進めています。 

 ただし、移転に関して懸念される点がございます。まずは、総合教育センターはか

なり施設が広いですが、代替施設の規模によっては、一時的に定員数を少なくすると

か、定員などを変更する可能性がございます。 

 次に、パソコン学科の授業は、インターネットの環境について、こころとからだの

健康学科の陶芸の授業は、陶芸窯について、懸念しているところですが、可能な限り

授業に影響が出ないよう、事務局において検討しているところです。 

 今のところ、はっきり申せませんが、移転の進捗状況につきまして、随時報告させ

ていただきますので、皆さんのご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 

○高山会長 

 ありがとうございました。 

 ただいまの議題について、この際聞いておきたいことがあったらお願いします。 

○岡委員 

 場所によっては定員を減らしたりするということですか。 

○事務局（社会教育課長） 

 総合教育センターと同じ広さの施設が見つかれば、減らすつもりはありませんが、

少し狭いけれども、立地が良いとか、そういう場合には、定員を減らすこともあると

考えています。 

○岡委員 

 定員数を変えるとか、そういうことはないんですか。 

○事務局（社会教育課長） 

 ２年間、休校することは避けたいので、何とか代替施設を探し、継続して実施する

ことが非常に大事なことと思っています。今、いろいろな施設を探していますが、立

地が良くて、２年間使わせてもらえる施設がなかなか見つかりません。代替施設によ

り、教室が狭くなった場合には、定員を減らすということも考えているところです。 

○岡委員 

 科目を削るとか、そういうこともあるわけですか。 

○事務局（社会教育課長） 

 パソコンは何とかしたいなと思っていますが、もし、パソコンの設備が整っていな
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い施設の場合、パソコン科目を削ることも。あと、陶芸の窯を持っている施設はなか

なかないので、陶芸については、どこまでやれるか分からないですが、例えば、科目

としてあるけれども、焼くところまでは違うところにお願いするとか。 

○事務局（社会教育課主査） 

 現在使用している規模の窯がある施設がなかなかなく、公民館にある窯もあまり大

きくはなく、結構使用されているというお話を聞いているので、例えば場所を移して

陶芸の授業はその場所でこねて、焼くのは他でお願いして、完成したものをお届けす

るとか、今の状態と同じようにはなかなか難しいのですが、なるべく今の状態を維持

した形で２年間授業を行い、最終的に総合教育センターに戻ってくるということを想

定して準備をしています。 

 定員につきましても、基本的には同じ定員でと思っているのですが、４月から３月

までずっと借りるということになると、スポット的に借りるなら何とかなるのですけ

れども、広さも十分あってというところを借りることがなかなか難しいような状況で

す。ずっと借りられて、ある程度の定員数を確保できて、場所も通うのが大変ですと

通学について心配される方も多いので、なるべく便利なところでいくつか条件を絞っ

て探しております。 

 そうすると定員が今よりは少なくなるとか、陶芸の授業の数を多少変えるとか、授

業数自体を減らす予定はないのですが、代替の授業でということも考えて、何とか今

の形を維持しつつというようなことを検討している最中です。 

○高山会長 

 通学がしやすくて、ある程度の人数を確保する場所ってなかなか難しいですよね。 

○事務局（社会教育課主査） 

 はい。１か月だけとか１回だけとかだったらいいのですが、継続的に借りるという

ところがなかなか難しい状況です。 

○高山会長 

 例えば公民館を分散して、５館、６館を１教室、２年間だけ借りることはできない

のですか。 

○事務局（社会教育課主査） 

 そうすると、授業で場所が変わってしまうということに対して、同じ場所のほうが

いいのではないかというような意見があります。 

○高山会長 

 そうではなくて、その学科は同じ公民館、違う学科は別の公民館という形ではいか

がですか。 

○事務局（社会教育課主査） 

 公民館にも相談をいろいろしているところではあるのですが、中央公民館が閉まっ

ていたり、他の公民館でも通学しやすいところは利用率自体が高くてなかなか空きが

なかったりという状況です。ほかの施設が閉まっている時期と重なっているので、民

間を含めて探して、授業への影響が少ないところに移転できればというように考えて

おります。 
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○事務局（社会教育課長） 

 昭和６２年という時期は、船橋市の施設がたくさんつくられていて、今位が改修の

時期になっていると思います。公民館も２６館ありますが、５館が今のタイミングで

改修をしています。公共建築物保全計画というのがあり、それに基づき計画的に改修

しています。本日、いろいろなアドバイスをいただきましたが、市としては、なるべ

く一つの施設で、今とあまり変わらない状況で実施できるところを探しております。

まだ来年度まで時間がありますので、市としても一生懸命探しているところなので、

またご報告させていただきたいと思います。 

○高山会長 

 ほかによろしいですか。 

 それでは、議題５を終了いたします。 

 続きまして、議題６「その他」について、何か事務局からありますでしょうか。 

○事務局（社会教育課主査） 

 本日は特にはございません。 

○高山会長 

 以上で本日予定された議題は全て終了しましたけれども、今回の全ての議事を通じ

て何か質問等がございますか。 

○岡委員 

 パラレルキャリアコースは、４０名ぐらいの応募があって、男女比というのはどれ

ぐらいなんですか。 

○事務局（市民大学校事業課長） 

 性別は伺っておりませんが、おおむね男性が４割弱程度、女性が６割強程度です。

まだ抽選前の数字ですけれども、年代は４０代、５０代の方が６４％を占めておりま

す。よろしいでしょうか。 

○岡委員 

 はい、ありがとうございます。 

○高山会長 

 ほかはよろしいですか。 

 それでは、これをもちまして質疑を終了いたします。 

 本日の議事は全て終了いたしました。本日の議事録の署名は岡委員にお願いいたし

ます。 

 以上をもちまして、令和８年度第１回ふなばし市民大学校運営協議会を閉会いたし

ます。どうもありがとうございました。 

 

午後３時閉会 

 

 


